
シクラメン炭そ病の防除対策

1　試験のねらい

　　シクラメソ炭そ病は、昭和6年に滝元によって初めて報告されたシクラメンの重要病害の一つ

　である。最近、県内各地で本病が多く発生し、大きな問題となった。そこで、本病の防除対策の

　資とするため試験を実施した。

2．試験方法

　1）底面給水法にょる発病抑制効果

　　　底面給水法は鉢底部から給水する省力的な灌水方法であり、ノズル散水にかわる灌水技術と

　　して、急速に普及しつつある。そこで、ノズル散水法と底面給水法がシクラメソ炭そ病の発病

　　に及ぽす影響について検討した。底面給水区はベソチに敷いたビニルの上にさらに3㎜厚のポ

　　リエステル不織布マットを敷き、給水した。ノズ！レ散水区はシクラメンの株上から直接灌水し

　た。炭そ病の伝染源には、分生子層を形成させた発病株を用い、その周囲に無病株を配置し、

　発病の推移を調査した。

　2）有効薬剤の選抜

　　現在、本病に対する登録薬剤はない。そこで、有効であると推測されるマンネブ水和剤600

　倍、ベノミル水和剤2，000倍およびビテルタノール水和剤2，500，5，000，7，500倍液の予防

　効果および治療効果を検討した。予防効果は、供試薬剤処理2日後に本病菌を接種して効果を

　判定した。治療効果は、本病菌接種7日後に供試薬剤を処理して効果を判定した。

3．試験結果およぴ考察
　1）底面給水法にょる発病抑制効果

　　　ノズル散水区では、試験開始7目後に伝染源に隣接した無病株に病斑が生じた。発病株率は

　　30日後には44．1％と高率になった。しかし、底面給水区では、供試無病株に発病は観察され

　　なかった（図一1）。底面給水法は本病の第2次伝染方法である水跳ねによる分生胞子の飛散

　伝搬を防止できるので、有効な耕種的防除方法と考えられた。

　2）有効薬剤の選抜

　　予防効果は、マソネプ水和剤600倍、ビテルタノール水和剤2，500倍、5，000倍およびベノ

　　ミル水和剤2，O00倍液の散布に認められた。特に、マソネブ水和剤600倍液の散布は、高い

　防除効果が認められた（表一1）。治療効果はビテルタノ‘ル水和剤の2，500倍、5，000倍

　　およびベノミル水和剤2，000倍液散布で認められた（表一2）。発病初期の油浸状の病斑まで

　　であれぱ、治療効果は期待できると考えられた。また、これら薬剤の早期の登録拡大が望まれ

　　るo

4．成果の要約
　　底面給水法は本病菌分生胞子の飛散を防止できる有効な防除方法であった。また、予防薬剤と

しては、マソネブ水和剤600倍、治療薬剤としてはビテルタノール水和剤2，500，5，000倍液

およびベノミル水和剤2，000倍液の散布が有効であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当老　病理昆虫部石川成寿）
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　　　　　ノズル散水区　　　　　　　　マット底面給水区
図一1一ノズル倣水とマット底由給水のかん水法の違いによる発病の推移

　衷一。シクラメン炭壬痛に対する各灘剤の防除効果（予防効果）

□：納噛按鰍
O　：発病を認めない
回：病斑直径が1～5㎜
固：病斑直径が6－9㎜
　　分生子が形成される
固：病斑直径が工0㎜以上に
　　触合拡大
固：分生子層が形成される
　　葉身の萎ちょう・柑死
注）　ノズル散水は区の下部
　　よりの通路から行った

＾　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　■　　　　■

希釈 接種20日後 接種30日後
簗　　剤　　名 倍率 発病株率 発病度 発病株率 発病度

マンネブ水和剤 600借 16．7％ 4．2 16．7％ 4．2

ベノミル水和剤 卿00 91．7 33．3 100 33．3

ビテルタノール水和剤 砺00 83，3 45．0 ユ00 45．8

ピテルタノール水和剤 則OO 91．7 52．5 100 60．4

ビテルタノール水和剤 乃00 100 ｝68．8 100 75．0

無　　　散　　’布 一
100 72．9 100 87．5

’｛、．〃、⊥【．”縢舳［　　枇補1コ・o目1口　　枇討線粉112紘注　薬剤散布日，7月30目、　接種日。8月1日、　供試株数，12鉢

、竿試昂堅1あけぽの　　　　　　　　一
　　　　嚢一2シクラメン炭そ病に、するの池
薬　　剤　　名

希釈 発　　病　　度

倍率 接種後7日 接種後28日 接種後371ヨ

マ　ン　ネ　ブ水和剤 600倍 25．0 89．3 96．4

ベノミル水和剤 2000 25．O 58．3 78．0

ピテルタノール水和剤 箏00 25．0 42．9 46．4．

ビテルタノール水和剤 5000 25．O 39．3 42．9

ビテルタノール水和剤 ろ500 25．O 95．0 96．4

無　　　　散　　　　布 一 25．0 100 100

　　　　　　　注　接種目；7月23日、　薬剤散布日；7月30日、8月6，13日
　　　　　　　　　　　　供試株数；12鉢　　　供試品種：あけぽの

1発病を認めない。
病斑直径が・一・㎜㎜　　　　　　　発病度一Σ（発病徽×程度別株数）・…
：病斑直径が6－9㎜、分生子層が形成される。　　　　　　　　　　　　4×調査株数
：病斑直径が10㎜以上に融合拡大、分生子層が形成され乱
：葉身の萎ちょう・枯死。

一100一


